幾何学特論B問題集　チェヴァとメネラウスの応用(2007年1月13日作)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2007年11月27日改訂）
角の2等分線と比
三角形ABCの∠Aの２等分線と対辺BCの交点をDとする。

（１）　△ＡＢＤ：△ＡＣＤ　＝　ＡＢ：ＡＣ　となる。この事の理由を述べよ。
（２）　△ＡＢＤ：△ＡＣＤ　＝　ＢＤ：ＤＣ　となる。この事の理由を述べよ。
（３）　ＡＢ：ＡＣ　＝　ＢＤ：ＤＣ　となる。この事の理由を述べよ。
三角形の内心　（予備知識：角の２等分線と比、Ｃｅｖａの定理の逆）
三角形ABCにおいて∠A，∠B，∠Cの２等分線と対辺との交点を、それぞれP，Q，Rとする。

（１）　AR：RB＝CA：CB　となる。この事の理由を述べよ。
（２）　（１）の考えを活かし、AR/RB・BP/PC・CQ/QA　の値を求めよ。

（３）　（２）より、３直線AP，BQ，CRは１点で交わる。何を用いたか。
三角形の重心　（予備知識：Ｃｅｖａの定理の逆、メネラウスの定理）
三角形ABCにおいて辺BC，CA，ABの中点を、それぞれL，M，Nとする。

（１）　AN/NB・BL/LC・CM/MA　の値を求めよ。

（２）　（１）より、３直線AL，BM，CNは１点で交わる。何を用いたか。
（３）　（２）での交点をGとする。△ＡＢＬと直線ＣＮにメネラウスの定理を用いて、

　　　　AN/NB・BC/CL・LG/GA　の値を求めよ。

（４）　（３）を活かし、比AG：GL　を求めよ。

三角形の垂心　（予備知識：Ｃｅｖａの定理の逆）
三角形ABCにおいて頂点A，B，Cから対辺に下ろした垂線の足を、それぞれP，Q，Rとする。

（１）　△CAR　∽　△BAQ　を示せ。

（２）　（１）を活かし、AR/AQ＝AC/AB　となる事を示せ。

（３）　（２）と同様に、BP/BR，CQ/CPを三角形ABCの辺で表せ。

（４）　（２）（３）を活かし、

AR/RB・BP/PC・CQ/QA　（＝AR/AQ・BP/BR・CQ/CP）　の値を求めよ。

（５）　（４）より、３直線AP，BQ，CRは１点で交わる。何を用いたか。
